
 

 

 

国文学科生（2024年度新入生）へ 

《学習指導・登録相談について》 
 

国文学科教員より 

 

 新入生は、入学式から授業開始までに、行事・説明会への参加や、授業の科目登録などの

手続きが必要です。この書類をしっかりチェックして取りこぼしがないようにしましょう。 

 

 

① 面接授業開始までの行事・手続き 
 

日付 国文学科行事 大学全体の行事・手続き等 

4月 1 日 ○入学式 

 

○学生証配布・提出書類回収・教員紹介 

 14:30 より、京田辺キャンパス知真館 2 号館 

206 番教室(TC2-206)にて 

 

※日本文学基礎演習のクラス配当が、 

DUET・文学部 HP で公開されています。 

（裏面③参照） 

 

英語プレイスメントテストを未

受験の方は WEB 受験（1 日に DUET

メッセージで詳細案内）してくだ

さい。教職課程説明会、学芸員課

程・司書課程・司書教諭課程・学

校司書プログラム説明会の詳細

については、文学部登録要領（裏

面②参照）を確認してください。 

2日 ○オリエンテーション・新入生歓迎会 

10:00 より、今出川キャンパス良心館 2 階 

208 番教室(RY208)にて（2 時間程度） 

初修外国語の先行登録(～4月 3日

17:00 期限)を行います。 

3～5 日、 

8、9 日 

○大学院生による履修相談 

良心館 3 階 304 番教室(RY304)にて 

時間 9:30～11:30、13:00～16:30 

 

4～10 日 ○オンデマンド授業期間（DO Week）開始 

 各自で授業動画を視聴 

 

5日 ○学生部会による履修相談会 

良心館 3 階 303 番教室(RY303)にて 

時間 12：00～16：00 

 

8、9 日 

17:00 

まで 

 ○履修科目登録期間 

 各自で DUET から履修する 

 一般登録科目を登録 

11日 ○面接授業開始 



 

② 履修登録について 

科目登録は、全学年 WEB 上の学修支援システム「DUET」（デュエット）を使って、各自

が行います。科目登録の際には次の 2 冊を参考にしてください。（冊子は 4/2 のオリエン

テーション時に配布します。PDF 版は文学部 HP に掲載しています。） 

 

『履修要項』：何年生の時にどういう科目を履修する（＝授業を受けて単位を取る）必要 

       があるかが書かれた説明書。 

『登録要領』：科目登録のスケジュール・方法の説明書。履修する科目は、年度始めに 

       自分で登録（＝出席簿に載り、成績評価の対象となる）する。 

 

文学部 HP をこまめに確認して、科目の登録方法について分からないことがあれば、 

今出川キャンパス教務センターの文学部窓口まで、早めに問い合わせてください。 

 

 【今出川キャンパス教務センター】…良心館 1 階、平日 9:00～17:00 開室 

                   E-mail：ji-bunjm@mail.doshisha.ac.jp 

                   TEL：075-251-3361 
 

           文学部 HP（https://letters.doshisha.ac.jp/）→ 

 

 

③ 必修科目「日本文学基礎演習」のクラス分け確認 

 

 国文学科生は必修科目として、春学期に「日本文学基礎演習（1）」、秋学期に「日本文

学基礎演習（2）」を受講します。クラスは指定されており、DUET ではあらかじめ各自の

クラスが登録されています。DUET の「登録科目一覧」にて確認してください。 

 また、文学部 HP でもクラス一覧を公開しています。一覧には各クラスを担当する教員

とそのメールアドレスがあわせて記載されていますので、質問や相談があれば教員にメー

ルで問い合わせてください。 

  

 なお、「日本文学基礎演習」は、諸事情から春学期に単位を取得できなかった場合でも、

秋学期分を履修・受講すれば、秋学期の単位は取得することができます。 

 

 

④「同志社大学国文学会」について 

 国文学科の専任教員・在学生・卒業生は全員、「同志社大学国文学会」という学会組織に

所属します。毎年、学会誌『同志社国文学』と会報『国文学会会報』の配布、研究発表の場

である学会の開催などを行っています。 

 国文学会の中には「学生部会」という学部生による自治組織があり、新入生歓迎会、合

宿、ゼミ説明会などのイベントを活発に行っています。積極的に参加し、国文学科生同士の

交流を深めましょう。 


